
　
本
年
よ
り
関
東
聖
化
交
友
会
会
長
の
任
を
小
さ
き
者
が

拝
命
致
し
ま
し
た
。
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
、
ヨ
ハ
ネ
一
七
章

よ
り
み
こ
と
ば
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ヨ
ハ
ネ
一
七
章
の
「
大
祭
司
の
祈
り
」
は
、
お
お
よ
そ

三
つ
の
課
題
の
た
め
の
祈
り
で
す
。

　
第
一
の
祈
り
は
「
主
ご
自
身
の
た
め
の
祈
り
」、
第
二
の

祈
り
は
「
弟
子
た
ち
の
た
め
の
祈
り
」、
第
三
の
祈
り
は
今

に
続
く
「
教
会
の
た
め
の
祈
り
」
で
す
。

　
最
初
の
「
主
ご
自
身
の
た
め
の
祈
り
」
の
要
点
は
、
1

節
の「
子
の
栄
光
を
現
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
祈
り
で
す
。

明
日
は
十
字
架
と
い
う
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か
な
い
時
に
、

ど
う
し
て
「
子
の
栄
光
を
現
し
て
く
だ
さ
い
」
と
主
は
祈

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
御
子
の
栄
光
と
は
ど
の
よ
う
な
栄

光
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
受
難
の
前
に
、
主
自
ら
が
弟
子

た
ち
に
何
と
し
て
も
見
せ
た
い
と
願
わ
れ
た
栄
光
で
し
た
。

そ
の
栄
光
と
は
、
世
界
が
存
在
す
る
前
に
「
御
父
と
ご
一

緒
に
持
っ
て
い
た
栄
光
」（
5
節
、
24
節
）、
御
子
が
父
な

る
神
と
親
し
く
交
わ
り
、
御
父
と
一
つ
で
あ
ら
れ
る
と
い

う
永
遠
の
栄
光
で
す
。

　
第
二
の
祈
り「
弟
子
た
ち
の
た
め
の
祈
り
」（
8
節
以
降
）

と
、
第
三
の
祈
り
「
教
会
の
た
め
の
祈
り
」（
20
節
以
降
）

に
お
い
て
、
主
が
願
わ
れ
た
こ
と
は
、
永
劫
の
昔
か
ら
御

父
と
御
子
が
一
つ
で
あ
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
一
つ

に
な
る
と
い
う
祈
り
で
す
。
何
と
い
う
驚
く
べ
き
啓
示
で

し
ょ
う
。
御
父
と
御
子
が
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

も
一
つ
と
な
る
こ
と
は
到
達
し
が
た
い
栄
光
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
主
は
い
の
ち
を
注
い
で
祈
ら
れ
た
の
で
す
。
こ

の
一
致
は
世
の
中
の
権
力
や
思
想
か
ら
来
る
も
の
で
は

な
く
、
父
な
る
神
の
御
名
の
中
（
11
節
）
に
あ
り
、
ま
た

イ
エ
ス
様
の
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
（
24
節
）
に
あ
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
主
は
、
一
致
を
妨
害
す
る
一
切
の
悪
か

ら
き
よ
め
る
た
め
に
「
弟
子
た
ち
の
聖
別
」
を
祈
ら
れ
ま

す
（
17
節
）。
主
に
よ
る
き
よ
め
の
み
わ
ざ
は
、
教
会
の
一

致
と
福
音
宣
教
（
20
節
）
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
神
の
み
わ
ざ
で
す
。
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
、
託
さ
れ

た
一
致
は
「
世
の
始
ま
る
前
か
ら
御
父
と
御
子
が
も
っ
て

お
ら
れ
た
栄
光
」
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
国
と
国
、
民
族
と
民
族
と
が
争
う
時
代
、
国
が
右
翼
化

し
つ
つ
あ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
教
会
が
一
つ
に

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
１
９
８
５
年

12
月
2
日
に
ホ
ー
リ
ネ
ス
陣
営
の
諸
先
生
方
に
よ
っ
て
日

本
聖
化
交
友
会
が
産
み
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
教

団
教
派
を
越
え
た
麗
し
い
一
致
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、

私
た
ち
は
先
達
の
先
生
方
の
一
致
を
踏
襲
し
、
そ
れ
を
深

め
、
御
父
と
御
子
に
あ
る
栄
光
を
求
め
、
大
い
な
る
情
熱

を
も
っ
て
聖
化
運
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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柘
植
不
知
人
は
１
９
１
３
年
、
日
本
伝
道

隊
の
歓
楽
街
伝
道
の
結
実
の一人
で
す
。
ウ
イ

ル
ク
ス
の
説
教
で一夜
に
し
て
回
心
。
聖
書
学

校
で
学
び
、
１
９
１
６
年
、
鮮
明
な
ペン
テ
コ

ス
テ
経
験
。
１
９
２
２
年
、
有
馬
修
養
会
を

最
後
に
日
本
伝
道
隊
か
ら
独
立
、
東
京
下
落

合
に｢

基
督
伝
道
隊｣

通
称
「
活
水
の
群
」

設
立
。
藤
村
荘
七
ら
と
共
に「
全
き
き
よ
め
」

「
神
癒
」
を
も
って
文
字
通
り
火
の
流
れ
と
な

って
日
本
を
席
巻
し
ま
し
た
。

　
１
９
２
３
年
、
日
本
伝
道
隊
宣
教
師
Ｍ
・

Ａ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
舟
喜
、
佐
野
ら
と
と
も
に

中
央
日
本
開
拓
伝
道
団
の
働
き
を
開
始
。
初

期
に
は
小
島
、
秋
山
ら
も
協
力
、
舟
喜
順一、

羽
鳥
明
ら
は
そ
の
働
き
の
中
で
入
信
、
献
身
。

戦
後
、
組
織
を
定
め
、
福
音
伝
道
教
団
を
結

成
し
ま
し
た
。

　
１
９
２
４
年
、
日
本
伝
道
隊
の
中
心
的
存

在
で
あっ
た
竹
田
は
湊
川
伝
道
館
の
群
れ
と
と

も
に
独
立
、「
神
戸
復
興
教
会
」
設
立
、
市

内
開
拓
伝
道
、
春
秋
の
聖
会
を
展
開
。
安
藤

仲一ら
は
竹
田
と
行
動
を
共
に
し
、
小
豆
正
夫

ら
は
こ
れ
ら
の
働
き
で
入
信
、
献
身
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
期
を
迎
え
た
日
本
伝
道
隊
は

１
９
２
４
年
、
澤
村
五
郎
を
校
長
に
要
請
。

小
島
伊
助
ら
が
こ
れ
を
助
け
、
１
９
３
０
年
に

塩
屋
に
移
転
。
今
日
ま
で一千
百
名
を
超
え
る

た
。
戦
前
か
ら
の
団
体
で
戦
後
復
帰
し
た

団
体
に
日
本
伝
道
隊
（
１
９
０
３
）、
日

本
宣
教
会
（
１
９
２
３
）、
活
水
基
督
教
団

（
１
９
３
０
）、
基
督
伝
道
隊
（
１
９
３
９
）、

東
洋
宣
教
団
き
よ
め
キ
リ
ス
ト
教
会

（
１
９
４
０
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
前
か
ら
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
の
流
れ
を
受

け
継
ぎ
つ
つ
も
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
日

本
基
督
教
団
か
ら
離
脱
す
る
か
、
あ
ら
た
に

結
成
す
る
教
団
が
次
々
と
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
綜
合
伝
道
団
（
１
９
４
５
）、

基
督
兄
弟
団
（
１
９
４
６
）、
日
本
基
督
教

団
ホ
ー
リ
ネ
ス
の
群
（
１
９
４
６
）、
日
本
ホ

ー
リ
ネ
ス
教
団
（
１
９
４
６
）、
日
本
福
音
教

団
（
１
９
５
２
）、基
督
聖
教
団
（
１
９
５
２
）、

日
本
福
音
教
会
連
合
（
１
９
７
１
）、
ウ
ェス

レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
（
１
９
９
２
）
な

ど
で
す
。
バッ
ク
ス
ト
ン
、
ウ
イ
ル
ク
ス
ら
の

英
国
国
教
会
系
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
の
流
れ
を
受

け
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
前
述
の
日
本
伝
道
隊

（
１
９
０
３
）、
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団

（
１
９
５
１
）、
前
述
の
「
活
水
の
群
」
と
キ

リ
ス
ト
伝
道
隊
（
１
９
８
７
）、
そ
れ
に
英
国

メ
ソ
ジ
ス
ト
系
の
救
世
軍
（
１
８
９
５
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
ホ
ー
リ
ネ

ス
の
流
れ
を
汲
む
教
団
と
し
て
、
日
本
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
教
団
（
１
９
５
１
）、
日
本
ナ
ザ
レ
ン

伝
道
者
、
牧
師
が
同
校
か
ら
輩
出
し
ま
し
た
。

　
既
成
教
会
教
師
派
遣
の
門
戸
が
閉
ざ
さ
れ

る
中
で
、
日
本
伝
道
隊
は
教
会
の
な
い
新
天

地
に
開
拓
伝
道
を
進
展
。
こ
の
前
進
運
動
に

よ
り
、
佐
藤
邦
之
助
ら
の
香
登
教
会
を
中
心

と
し
た
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
召
団
」、
神
戸

を
中
心
に
堀
内
文一ら
の
「
聖
書
教
会
」
が
、

１
９
３
５
年
合
同
し
て
「
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
教
会
」
と
な
り
、
戦
後
の
日
本
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
教
団
の
布
石
と
なっ
た
の
で
す
。

　
１
９
３
７
年
、
バッ
ク
ス
ト
ン
は
20
年
ぶ
り

に
来
日
、
半
年
に
及
ぶ
各
地
の
聖
会
は
「
松

江
バ
ン
ド
」
を
総
動
員
す
る
も
の
と
な
り
、
バ

ッ
ク
ス
ト
ン
に
と
っ
て
は
「
奉
仕
の
冠
」、
戦

前
に
お
け
る
聖
化
運
動
に
お
い
て
は
総
括
、
総

結
集
の
大
輪
の
花
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
に
お
け
る
ホ
ー
リ
ネ
ス
運
動

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
苦
悩
を
経
て
、

戦
後
、
地
下
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
聖
化
運

動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
地
下
水
脈
の一

つ
に
戦
前
（
１
９
４
０
年
以
降
）、
蔦
田
二
雄

ら
を
中
心
と
し
て
教
派
の
枠
を
超
え
て
展
開

し
つつ
あ
っ
た
リ
バ
イ
バ
ル
・
リ
ー
グ
の
運
動
が

あ
り
ま
す
。

　

戦
後
に
お
け
る
聖
化
運
動
は
、
ま
ず

聖
化
に
基
づ
く
教
団
形
成
が
あ
り
ま
し

日本聖化協力会創立30周年記念全国大会 講演　

日本における聖化運動の歴史
日本イエス・キリスト教団　香登教会牧師　工藤弘雄

第3回　戦後のホーリネス運動と将来への提言
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教
団
（
１
９
５
３
）、
日
本
自
由
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
団
（
１
９
５
３
）、
東
京
フ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ

ス
ト
教
団
（
１
９
５
３
）、
シ
オ
ン
・
キ
リ
ス

ト
教
団
（
１
９
５
３
）、
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ゴ

ッ
ド
（
１
９
６
２
）、
日
本
フ
リ
ー
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
団
（
１
９
８
４
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
聖
書
信
仰
に
立
ち
、
聖
化
の
信
仰
と
体
験

を
重
ん
じ
、
所
属
教
団
及
び
諸
教
派
へ
伝
道

者
を
送
り
出
す
伝
道
者
養
成
、
神
学
教
育
も

ホ
ー
リ
ネ
ス
運
動
の
必
要
不
可
欠
な
原
動
力

で
し
た
。
東
京
聖
書
学
院
、
東
京
聖
書
学
校
、

関
西
聖
書
神
学
校
、
イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
聖
宣
神

学
院
、
基
督
兄
弟
団
聖
書
学
院
、
ウ
ェス
レ

ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
神
学
院
、
救
世
軍
士
官

学
校
、
活
水
聖
書
学
院
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
後
の
超
教
派
的
聖
化
運
動
に
聖
化
を
標

榜
す
る
教
団
の
連
盟
と
し
て
１
９
５
１
年
設

立
さ
れ
た
日
本
福
音
連
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ｆ
）
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。
初
代
理
事
長
に
平
出
慶一、

２
代
目
車
田
秋
次
の
時
代
に
『
聖
歌
』（
中

田
羽
後
編
集
）
発
行
、
３
代
目
安
藤
仲一の

時
代
に
「
日
本
福
音
同
盟
」
設
立
に
、
三
創

立
会
員
の一つ
と
し
て
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

聖
書
信
仰
同
盟
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）、
日
本
福
音
宣

教
師
団
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
聖
書
的
聖
化
を
求
め
、
学
び
、
体

験
し
、
交
わ
り
、
教
団
、
教
会
、
個
人
が
自

美
歌
』
発
行・出
版
、
日
本
福
音
ク
ル
セ
ー
ド

（
１
９
５
６
、
本
田
ク
ル
セ
ー
ド
）、
ビ
リ
ー
・

グ
ラ
ハ
ム
や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
の
諸
大

会
な
ど
超
教
派
協
力
伝
道
の
推
進
に
も
聖
化

運
動
は
連
動
、
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
、
日
本
に
お
け
る
聖
化
運
動
の
歴
史
を

鳥
瞰
す
る
中
で
浮
か
び
上
が
る
諸
課
題
を
精

査
し
、
聖
化
の
リ
バ
イ
バ
ルへの
重
荷
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

聖
化
的
教
会
と
教
会
的
聖
化
に
基
づ
く
教
会

形
成
、
聖
化
と
宣
教
、
聖
化
と
伝
道
者
養
成
、

聖
化
と
神
学
研
鑽
、
聖
化
と
社
会
正
義
、
愛

の
わ
ざ
な
ど
の
取
り
組
み
で
す
。

　
日
本
に
お
け
る
聖
化
運
動
は
強
力
な
宣
教

活
動
と
相
まって
推
進
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
事

実
で
す
。
聖
化
の
信
仰
は
日
本
に
お
け
る
宣

教
の
次
元
を
高
め
、
そ
の
目
的
と
方
法
を
よ

り一層
純
粋
化
し
て
き
ま
し
た
。
聖
化
の
究
極

的
ゴ
ー
ル
で
あ
る
「
見
神
」（
ヴ
ィ
ジ
オ
・
デ

イ
）
は
「
神
の
宣
教
」（
ミ
ッ
シ
オ
・
デ
イ
）

へ
と
向
か
わ
せ
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
聖
化

運
動
を
見
る
時
、
聖
化
を
抜
き
に
宣
教
は
な

く
、
宣
教
に
至
ら
な
い
聖
化
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
聖
化
は
宣
教
の
目
的
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
何
よ
り
も
聖
化
は
宣
教
の

手
段
で
あ
り
、
ま
た
動
力
で
あっ
た
の
で
す
。

（
完
）

由
に
参
加
で
き
る
日
本
聖
化
協
力
会(

Ｊ
Ｈ

Ａ
）
が
本
田
弘
慈
を
初
代
会
長
に
１
９
８
５

年
発
会
。
そ
れ
以
前
の
「
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェス
レ

ー
に
学
ぶ
会
」
は
じ
め
全
国
各
地
の
10
地
域

聖
化
交
友
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
聖

化
運
動
を
推
進
、
２
０
０
８
年
、「
福
音
文

書
刊
行
会
」(

Ｅ
Ｐ
Ａ
）
と
も一体
化
し
、
よ

り
広
く
聖
化
運
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
、
30
周
年
記
念
全
国
大
会
に
お

い
て
、
日
本
に
お
け
る
聖
化
運
動
の
光
と
影

を
背
景
に一筋
縄
で
は
行
か
な
い
教
団
、
教
派

が
ま
る
で一人
の
ご
と
く一つ
と
な
り
主
の
臨
在

の
下
に
集
ま
り
、
聖
化
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
求
め

る
光
景
は
不
思
議
で
も
あ
り
、
壮
観
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
戦
後
の
聖
会
開
催
に
お
け
る
聖
化
運
動
に

戦
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
諸
団
体
内
の

聖
会
、
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
聖
会
は
じ
め
超
教
派

の
聖
会
が
あ
り
ま
す
。
広
く
は
１
９
６
２
年
、

ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
後
援
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
修

養
会
に
端
を
発
し
た
日
本
ケ
ズ
イ
ッ
ク
・
コ
ン

ベン
ション
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
戦
後
の
福
音
主
義
運
動
に
お
け
る
日

本
福
音
同
盟
、
日
本
福
音
主
義
神
学
会
の
結

成
や
進
展
、
日
本
伝
道
会
議
開
催
、
聖
書
翻

訳
事
業
、
新
聖
書
注
解
・
新
聖
書
講
解
出
版

事
業
、『
聖
歌
』『
新
聖
歌
』『
教
会
福
音
讃

　一昨年 10 月に開催された日本聖化協力会創立 30 周年記念全国大
会、午後のパネル・ディスカッションにおいて、お二人の先生に講演を
していただきました。松沢力男先生の「日本聖化協力会のビジョン」、
そして工藤弘雄先生の「日本における聖化運動の歴史」です。
　講演に際して工藤先生はたいへん詳細な行き届いた資料をレジュメと
して用意してくだいました。それに基づいて改めて日本での聖化運動の
歴史をまとめていただきました。今回は戦争に向かう厳しい時代に果敢
に進められた宣教の働き、そして戦後のホーリネス運動を扱っています。
最後に、今後の宣教に繋がる聖化の可能性を示してくださいました。
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聖
化
誌
へ
の
執
筆
依
頼
を
受
け
、
証
し
を
書
い
て
欲
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
常
々
証
し
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

1
　
救
い
の
恵
み

　
今
か
ら
55
年
も
昔
で
す
が
、
高
校
生
の
私
は
強
迫
神
経
症
と
い

う
病
を
得
ま
し
た
。
常
に
不
安
感
が
あ
り
そ
の
不
安
感
が
私
を
非

常
識
な
行
動
に
駆
り
立
て
る
の
で
す
。
ふ
す
ま
の
開
け
閉
め
、
ガ

ス
の
栓
の
確
認
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
段
々
と
不
安
は
広
が
り
、
道

路
の
石
を
片
付
け
る
と
か
、
釘
の
立
っ
て
い
る
板
を
見
つ
け
て
釘

を
捻
じ
曲
げ
た
り
し
た
の
で
す
。
何
か
人
を
傷
付
け
る
の
で
は
な

い
か
と
の
恐
れ
が
起
こ
る
の
で
す
。
こ
の
不
安
感
と
の
戦
い
の
た

め
に
テ
ニ
ス
の
練
習
に
励
ん
だ
り
、
不
安
解
消
法
の
本
な
ど
で
不

安
と
戦
い
ま
す
が
、
い
つ
も
負
け
て
し
ま
う
の
で
す
。
高
校
卒
業

直
前
に
は
自
分
の
体
を
傷
つ
け
た
ら
他
の
人
が
助
か
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
目
を
傷
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
自
分
は
こ
の

不
安
感
に
打
ち
勝
つ
事
は
で
き
な
い
と
分
か
り
、
つ
い
に
入
院
を

決
意
し
ま
し
た
。
精
神
病
院
に
入
院
し
て
み
て
も
不
安
感
は
治
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
強
い
薬
を
飲
ん
で
寝
た
り
起
き
た
り
で
し
た
。

今
後
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
し
た
。
あ
る
日
、
入
院
し
て
1
月
半

ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、
美
し
い
音
色
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
聖

書
の
会
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
わ
た
し
は
オ
ル
ガ
ン

の
音
色
に
引
か
れ
て
、
あ
る
部
屋
に
入
っ
て
い
く
と
10
人
く
ら
い

の
人
が
オ
ル
ガ
ン
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
若
い
牧
師

さ
ん
が
説
教
を
し
て
い
ま
し
た
。「
神
様
は
私
た
ち
が
過
去
の
こ

と
を
く
よ
く
よ
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
し
て
喜
ば
れ
ま
せ
ん
よ
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
ま
る
で
私
の
心
を
見
透
か
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
も
し
、
神
様
が
本
当
に
存
在
し
て
、
過
去
の

事
を
く
よ
く
よ
と
生
き
て
い
る
自
分
が
間
違
っ
て
い
る
の
な
ら
生

き
方
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
集
会
後
、
そ
の

先
生
の
と
こ
ろ
に
行
き
、「
神
様
は
本
当
に
お
ら
れ
る
の
で
す
か
」

と
質
問
す
る
と
、「
神
様
は
本
当
に
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
聖
書

の
神
様
は
私
た
ち
の
罪
を
も
赦
し
て
下
さ
る
お
方
で
す
。」
と
答

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
言
葉
で
し
た
。

神
様
は
悪
い
事
を
し
た
私
た
ち
を
罰
す
る
は
ず
な
の
に
赦
す
と
は

何
だ
ろ
う
。
罰
が
当
た
る
と
幼
い
時
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、

聖
書
の
神
は
私
た
ち
の
罪
を
も
赦
し
て
下
さ
る
と
聞
き
、
こ
の
お

方
が
信
じ
て
い
る
神
様
を
私
も
信
じ
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
私
は
沸
き
上
が
る
不
安
感
と
の
戦
い
の
中
で
、
神
様

に
「
助
け
て
下
さ
い
。
自
分
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。」
と
祈
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
に
何

と
も
言
え
な
い
平
安
が
訪
れ
ま
し
た
。
前
後
左
右
、
不
安
だ
ら
け

の
自
分
に
天
に
青
空
が
開
け
た
の
で
す
。
こ
こ
に
真
の
解
決
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
不
安
と
の
戦
い
の
祈
り
は
そ
の
後
も
長

く
続
き
ま
す
。
祈
れ
ば
平
安
が
く
る
の
で
す
が
、
ま
た
す
ぐ
に
不

安
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
で
ま
た
祈
る
の
で
す
。
こ
の

繰
り
返
し
で
し
た
。
し
か
し
、
私
に
は
こ
こ
に
真
の
解
決
が
あ
る

と
確
信
し
た
の
で
、
入
院
後
3
か
月
で
退
院
を
申
し
出
ま
し
た
。

そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
地
元
の
教
会
で
洗
礼
に
あ
ず
か
り
ま

し
た
。

2
　
不
安
感
の
克
服
の
恵
み

　
大
学
卒
業
後
、
国
立
武
蔵
野
学
院
教
護
職
員
養
成
所
に
入
所
し

訓
練
と
学
び
を
終
え
て
、
県
立
徳
島
学
院
の
職
員
と
な
り
ま
し
た
。

非
行
を
犯
し
た
子
ど
も
た
ち
と
生
活
を
共
に
し
た
寮
生
活
は
大
変

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。
そ
こ
で
、

主は近くにいてくださる

 希望館チャペル　副牧師
清原　修

きよめの証し



5　聖化

結
婚
し
、
４
人
の
子
ど
も
も
授
か
り
ま
し
た
。
不
安
と
の
戦
い
は

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
勝
利
は
確
実
に
近
づ
い

て
い
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
た
は
心
を
騒
が
せ
な
い
が
良
い
。
神

を
信
じ
ま
た
わ
た
し
を
信
じ
な
さ
い
。」
と
の
イ
エ
ス
様
の
お
言

葉
は
幾
た
び
、
そ
れ
こ
そ
1
万
回
も
私
を
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
神
へ
の
信
頼
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
不
安
感
に
左
右
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
の
強
い
思
い
に
至
り
、
不
安
感
か
ら
く
る
行
動
に

走
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

3
　
献
身
に
導
か
れ
る

　
大
学
時
代
か
ら
考
え
て
い
た
伝
道
者
へ
の
道
を
再
考
す
る
時
が

来
ま
し
た
。
約
20
年
勤
め
た
徳
島
学
院
を
退
職
し
て
、
関
西
聖
書

神
学
校
に
入
学
す
る
思
い
を
表
す
と
多
く
の
方
の
反
対
を
受
け
ま

し
た
。
年
金
の
受
給
資
格
が
取
れ
る
前
に
献
身
し
な
く
て
は
主
に

申
し
訳
な
い
と
考
え
、
こ
の
道
に
つ
い
に
入
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
年
金
受
給
資
格
も
認
め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
苦
労
し
な

が
ら
、
夜
学
に
行
っ
た
り
、
新
聞
配
達
な
ど
し
な
が
ら
自
立
し
て

い
き
ま
し
た
。
関
西
聖
書
神
学
校
は
当
時
、
有
賀
先
生
、
工
藤
先

生
、
向
後
先
生
な
ど
か
ら
、
福
音
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
き
よ
め
へ

の
導
き
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
期
、
若
い
同
級
生
た
ち
よ

り
、
早
く
起
き
て
一
人
、
祈
禱
室
に
入
り
、
よ
く
祈
り
ま
し
た
。

祈
禱
室
で
神
様
か
ら
の
訓
練
や
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。
祈
祷
室
で
、

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
イ
サ
ク
を
捧
げ
る
時
の
苦
し
み
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
イ
サ
ク
を
返
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か

し
父
な
る
神
は
、
イ
エ
ス
様
を
完
全
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

主
の
愛
と
犠
牲
に
応
え
る
す
べ
は
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
感
謝
し
、
主
の
み
言
葉
を
大
切
に
生
き
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ

ん
。
神
を
畏
れ
敬
い
、
家
族
や
回
り
の
人
々
を
大
切
に
生
き
る
以

外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
に
シ
ン
プ
ル
な
生
き
方
で
す
が
、
私
た

ち
は
そ
の
シ
ン
プ
ル
な
事
も
達
成
で
き
な
い
の
で
す
。

4
　
聖
霊
様
の
恵
み

　
そ
う
で
す
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
罪
の
性
質
、

自
己
中
心
は
消
え
ま
せ
ん
。
助
け
が
必
要
で
す
。
主
は
そ
の
た
め

に
も
適
確
な
助
け
手
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
こ
そ
、

聖
霊
様
で
す
。
見
え
な
い
イ
エ
ス
様
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
お
方
と
の
交
わ
り
な
く
し
て
、
神
の
家
族
の
一
員

と
し
て
生
き
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
日
々
の
現
実
の
助
け
主
は
ま

さ
し
く
聖
霊
様
で
す
。
聖
霊
様
の
助
け
を
得
る
た
め
に
祈
り
ま
す
。

聖
霊
様
の
助
け
な
く
し
て
は
、
現
実
生
活
に
敗
れ
て
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
は
パ
ウ
ロ
が
残
し
て
い
る
告
白
と
同
じ
で
す
。
聖
霊
様
の
助

け
を
求
め
て
、
私
は
日
々
朝
に
、
昼
に
夕
に
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

　
「
主
は
近
い
。
何
事
も
思
い
煩
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
事

ご
と
に
、
感
謝
を
も
っ
て
、
祈
と
願
い
と
を
さ
さ
げ
、
あ
な
た
が

た
の
求
め
る
と
こ
ろ
を
神
に
申
し
上
げ
る
が
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば

人
知
で
は
と
う
て
い
測
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
の
平
安
が
あ

な
た
が
た
の
心
と
思
い
と
を
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
守

る
で
あ
ろ
う
。」　
主
は
近
く
に
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
も
主
に
近
づ
き
ま
す
。
事
ご
と
に
祈
っ
て
良
い
の
で
す
。
い
や

祈
る
べ
き
で
す
。
大
き
な
事
か
ら
小
さ
な
事
も
何
で
も
祈
っ
て
良

い
し
、
祈
る
べ
き
だ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

　
父
な
る
神
様
と
、
イ
エ
ス
様
に
感
謝
し
、
聖
霊
様
に
祈
り
を
も

っ
て
、
お
相
手
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
々
は
平
安
で
す
。

　
（
現
在
は
、
副
牧
師
を
さ
せ
て
頂
き
、
刑
務
所
の
教
誨
師
と
し

て
福
音
を
伝
え
、
い
の
ち
の
電
話
に
も
関
わ
り
、
お
仕
え
し
て
お

り
ま
す
。）
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JHA創立 30周年を記念する画期的な刊行事業！

聖化の説教　全３巻完結（旧約編２巻、新約編１巻）
日本聖化協力会の先生方による説教集　聖書全体を 64 の説教で綴る

　
今
年
も
各
地
で
聖
化
大
会
へ
の
準
備
が
重

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
8
ペ
ー
ジ
に
一
覧
表
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
数
年
、
青
年
た
ち

の
集
会
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
こ
と
は
感
謝

で
す
。
と
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
世
代

間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
く
、
若
者
に
つ
い
て

い
く
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
発
的
・
主

体
的
に
働
き
を
進
め
て
お
ら
れ
る
様
子
に
明

る
い
光
を
見
る
思
い
で
す
。
時
代
も
環
境
も

ま
っ
た
く
違
う
世
代
で
す
の
で
、
き
よ
め
の

経
験
や
捉
え
方
も
き
っ
と
大
き
く
異
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
聖
霊

の
働
き
は
世
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
越
え
て
、
一

人
ひ
と
り
の
心
に
届
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
若
い
世
代
の
働
き
が
さ
ら
に
活

発
に
な
る
た
め
に
、
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
青
年
た
ち
を
理
解
す
る
こ

と
、
そ
の
活
動
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
温
か
く
励
ま
す
こ
と
、
で
す
。

　
青
年
た
ち
の
交
わ
り
の
輪
が
交
友
会
を
越

え
て
広
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
関
東
聖

化
交
友
会
で
は
5
月
と
10
月
に
青
年
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
に
、
互
い
に

招
き
合
う
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

魅力ある聖化大会に
どうすれば若者に聖化の恵みを伝えられるか

バトンタッチをどのように
かまける
直次郎

Ⓒ富無尽蔵あんた本職なんなの？

 旧約編 Ⅰ
定価 1,500 円＋税

　創世記からエス
テル記まで、聖書
の英雄的な行動
や惨めな失敗、信
仰 の 輝きが、21
の説教に収められ
ています。

旧約編 Ⅱ
定価 1,500 円＋税

　ヨブ記からマラ
キ書まで、知恵文
学、詩歌、預言者
たちによって語り
継がれた聖化の恵
みが 18 の説教に
収められました。

新約編
定価 1,800 円＋税

　新約聖書の各
巻から 25 の説教
で聖化の恵みを読
むことができます。
親しんでいるみこ
とばに新しい光が
与えられます。

『聖化の説教』旧約編Ⅰ、旧約編Ⅱ、新約編　ぜひ全巻をお揃えください
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カ
ニ
ン
ガ
ム
博
士
の
セ
ミ

ナ
ー
の
講
演
を
纏
め
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
運
動

の
過
去
か
ら
現
在
、
将
来
ま
で

を
展
望
し
、
私
た
ち
の
前
に
新

た
な
地
平
を
開
い
て
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
特
に
ホ
ー
リ
ネ
ス
陣

営
で
活
躍
し
た
女
性
た
ち
に
焦

点
を
当
て
た
精
緻
な
論
述
が
目

を
引
き
ま
す
。

　
毎
年
の
秋
の
聖
化
大
会
は
海
外
か

ら
講
師
を
お
迎
え
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ロ
イ
ド
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
博
士
、
マ

イ
ケ
ル・ロ
ダ
ー
ル
博
士
、
ア
ラ
ン・

カ
ペ
ー
ジ
博
士
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ス
ミ

ス
博
士
、
そ
し
て
30
周
年
記
念
聖
化

大
会
に
は
ジ
ョ
ン
・
オ
ズ
ワ
ル
ト
博

士
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
昨
年
は

ジ
ョ
・
ア
ン
・
ラ
イ
ア
ン
博
士
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
は
ダ
イ
ア
ン
・
レ
ク
ラ
ー

ク
博
士
で
す
。
海
外
の
講
師
か
ら
多

く
を
学
び
、
ま
た
聖
化
の
信
仰
を
深

め
て
来
ま
し
た
。

　
さ
て
、
明
年
は
私
た
ち
の
仲
間
で

あ
る
日
本
人
の
講
師
に
聖
化
の
説
教

を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
各
地
の
交
友
会
で
講
師
を
決

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
す
で
に
私
た

ち
の
周
り
に
は
す
ば
ら
し
い
説
教
者

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
器
な
ら

で
は
の
行
き
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
聞
き
で
き
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち

の
欠
け
や
弱
さ
を
よ
く
知
っ
て
、
そ

こ
に
ど
の
よ
う
な
聖
霊
の
御
業
が
な

さ
れ
る
か
を
説
き
明
か
し
て
く
だ
さ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ホーリネスを生きる
神の民

フロイド・カニンガム著

2012年 聖化大会講演集

ダイアン・レクラーク博士

日本人の講師で行う聖化大会　地域の特色を生かした大会に

定価（本体1300円＋税）

　ダイアン・レクラーク博士（Dr. Diane Leclerc）は、ホーリネスの伝
統を受け継ぐ米国ノースウェスト・ナザレン大学（Northwest Nazarene 
University）の教授をされ、歴史神学、特にホーリネス運動やフィーベ・パー
マーの研究者として著名な器です。また各地の聖会などで奉仕をされ、ウェ
スレアン神学会（Wesleyan Theological Society）の会長の職を果たさ
れた経歴もお持ちです。これまでに２つの教会で牧会をされ、その後教職の
按手を受けられました。ドル―大学で歴史神学の研究で哲学博士号を取得さ
れ、大学で 15 年余り教鞭をとられました。
　現在、米国アイダホ州にご主人、息子さんとお住まいです。2010 年に
Discovering Christian Holiness: Wesleyan Theology を出版されまし
た。博士は、2012 年の聖化大会にお迎えしたフロイド・カニンガム博士の
妹さんでもあります。

2017年秋の聖化大会　講師ご紹介

2018年秋の聖化大会　講師はどなたですか？
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編集後記
　聖化 61 号をお届けします。発行が遅くなって
しまいました。3月末に左足首を骨折し、入院・
手術で編集に取りかかることができませんでした。
個人的な理由で遅れたことをお詫びいたします。
　各地の聖化交友会のニュースをお聞きすると、
世代交代が進んでいる様子がわかります。聖化

の恵みのバトンタッチがなされていることに励まし
を受けます。先輩の先生方のバックアップをいた
だきながら、若い世代の先生が活躍してくださる、
とても頼もしく感じています。さて私はどちらの世
代に属するのか、複雑な気持ちです。原稿をお
寄せくださった先生方に感謝します。（矢木良雄）

JHA

聖化　No.61　2017 年 5月 22日発行

続々と、電子書籍化を進めます！ 　電子書籍化第一弾、「エマオの道で」を販売中です。
昨年刊行された「聖化の説教 旧約編Ⅰ」「聖化の説教 旧
約編Ⅱ」「聖化の説教 新約編」もすでに電子書籍として販
売しています。Amazon Kindleストアで検索してください。

お近くの聖化交友会にご加入ください
　聖化交友会には教団、教会、個人でお加わり
いただけます。聖化の恵みを私たちの心に、そ
して教会に、さらにお住まいの地域に広げてい
きましょう。詳細は各地域の聖化交友会にお問
い合わせください。

北海道聖化交友会／宮城聖化交友会／山
形聖化交友会／栃木聖化交友会／関東
聖化交友会／東海聖化交友会／ジョン・
ウェスレーに学ぶ会／岡山聖化交友会／
四国聖化交友会／九州聖化交友会

＊聖化大会についての詳細は、日本聖化協力会のホームページ、Facebook、Twitter をご
覧ください。各地域の聖化交友会のご案内が掲載されています。http://jha.christ.gr.jp/

2017年に開催される聖化大会
	 　大会名	 　 期日	 　　　講師	 　　
北海道聖化大会	 5/30〜31	 工藤弘雄師
宮城聖化大会	 9/19	 石田学師
山形聖化大会	 9/23	 竿代照夫師
栃木聖化大会	 5/21	 河村従彦師
東海聖会	 6/24〜25	 小坂嘉嗣師
東海聖化大会	 10/19〜20	 ダイアン・レクラーク師・松浦剛師
関東春の青年大会	 5/28	 ザック・マッツ師
関東聖化大会	 10/15〜17	 ダイアン・レクラーク師
ウェスレーに学ぶ会	 5/23	 錦織寛師
ウェスレーに学ぶ会	 10/20	 ダイアン・レクラーク師
岡山聖化大会	 10/22	 ダイアン・レクラーク師
四国聖化大会	 5/28	 工藤弘雄師
九州聖化大会	 10/24	 ダイアン・レクラーク師

じっくりと聖書を学ぶために

　
世
界
で
も
屈
指
の
説
教
者
で
あ

ら
れ
た
デ
ニ
ス
・
キ
ン
ロ
ー
博
士

の
著
書
で
す
。
３
６
５
日
の
恵
み

が
満
載
で
す
。
短
い
聖
句
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
歴
史
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
著
者
の
体
験
、
聖
書
の
物
語

な
ど
、
霊
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

エマオの道で

定
価
３
４
０
０
円
＋
税

365日の霊想　デニス・Ｆ・キンロー著


